





(1) イ ． 視線が交わる
(2) イ． 切手が集まる
ロ． 視線を交わらせる ハ． 視線を交える





(1989) では、 プロッキングとは、 本来存在すべきある語曲が、 同じ意味を担う語訛が他に
存在するためにその存在が妨げられる現象であるとする (Aronoffl976) 2。現代 8 本語にお
ける和語動詞の使役動詞にも、 プロッキング現象が見られる（宮川 1989、 金2004)。 下記の
例文を通して確かめる。
(3)イ． 不安が募る 口． 不安を幕らせる ハ ． （他動詞無し）【無対自動詞l
(4)イ． ビルが建つ 口 ． ＊ビルを建たせる ハ． ピルを建てる
(4)の有対自動詞 「建つ」は他動詞「建てる」によって、 対象格の使役動詞形「建たせる」
がプロックされ、 その結果、(4口）のように使役動詞形（直接的使役）が存在しなくなる 30
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以下の使役動飼のグループは、 他動詞にプロックされていても、 使役動詞形で 対象 格の直
接的使役を表す勁詞類 である。
＊使役動詞を持つ有対自動詞
当たる ・ 温まる ・ 落ちる ・ 起きる ・ 固まる・縮まる・詰まる・通る・滅ぴる・・止まる・曲




本稲では、 有対自動詞「交わる」類 の使役動詞の表現（直接的使役） が可能な条件につい
て考察する。また、無対自／他動詞と使役動詞の交替についても触れたい。
2使役動詞と他動詞との交替
2. 1． 他動詞との対比から考えると、使役動詞は他者 （有情物）への仕向け （使役・命
令 ・ 経験） を表す 40
(5) イ ． 乗客が降りる
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第3に、 連体修釘（「外の関係」）を通しても、 他動詞が直接的な働きかけ、 いわゆる「降
車」を表すとのことが分かる60
(lU イ．．乗客を降ろしたパス （実現済みの行動）
ロ ． 釆客を降りさせたパス （強制）
第4に、継起的移動を表す「～テイク」表現からも、 他動詞表現が直接的な慟きかけ、 い
わゆる意志的な動きを表すことが分かる10











(l4)の使役動詞は、間接的な仕向け（強制）を表す。 なぜなら、 機械類は、 おのずから動作






2. 2.「N （名詞）ガV （有対自動詞）」構文の場合、使役動阿はN（無情物）の本性（実
現能力）を利用した状態変化の惹起を表す80
(15} イ ． 水面が波立つ ロ ． 水面を波立たせる ハ． 水面を波立てる
(l6) イ． 電気が通る ロ ． 電気を通らせる ハ． 砲気を通す
(17) イ ． 卵白が固まる ロ ． 卵白を固まらせる ハ． 卵白を固める
(18) イ ． 細胞が縮む ロ ． 細胞を縮ませる ハ． 細胞を縮める





























2. 3. 連語論的な有対自動詞の意味合いに1主体性・実現能力1がない場合は、 特定の状
況設定がない限り、使役動詞で表せない。<(2)(4)も同類＞
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如 イ ． 時が過ぎる 口 ． ？？時を過ぎさせる ハ；時を過ごす
僻 イ ． 不況が起きる 口 ． ？？不況を起きさせる ハ． 不況を起こす
(29 イ ． 僚品が当たる 口 ． ？？景品を当たらせる ハ ． 景品を当てる






切 イ ． 息が詰まる 口 ． 息を詰まらせる ハ ． 息を詰める
仮 イ ． 髪が立つ 口 ． 髪を立たせる ハ ． 髪を立てる
凶 イ ． 体が温まる 口 ． 体を温まらせる ハ ． 体を温める











図 イ ． （自分の）指を曲がらせても曲がらない。
ロ ． 棒を曲げても曲がらない。












である。 つまり、事態実現能力のある対者〈ヲ格名詞） の場合には、 使役動詞で 現在付随物
の本性（実現能力）を利用した状態変化の惹起が表せると言える。
対格名詞への状態変化の仕向けは、状態変化の過程の確認を表す副詞を通して確認できる。








図 イ ． 針金が曲がる
励 イ ． 国が滅ぴる
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3. 使役動詞と無対自／他動詞との交替
無対他動詞と無対他動詞の使役動詞、 別の他動詞とを比較する。
製 イ ． 服を落る
囮 イ ． 写真を見る














�2) イ ． 身がこわばる
⑬ イ ． 汗がにじむ



































注3. Shibatani (1973)では、直接的使役(direct causative)は、目的語に動作主を受ける対象格
(patient)を取ると述ぺている。 一方、l1ll接的使役(indirect causative)は、目的開に動作主格
(agent)を取ると述ぺている。











注8. 青木(l切7)では、非情物の「本性の利用」に つ いて述べている。非情物の持つ動作実現能
カ ・ 本性を、有情物の意志·主体性と同様にみなしている。
注9. 他動約「波立てる」の場合は、特定のスクリ ー ンセ ー パのソフト等、直接的な慟きかけの表現
として祀握できる。
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注10． 使役動詞「波立たせる」は、間接的な水面の状態変化の惹起によって｀「水面が 波立つJ状態
を表す表現として 把掘できる。
注11 ， 例文切）では、椛起的移動 「～テイク」が付くので、直接的な行動を表す他動詞 表現としては、
他動詞「波立てる」が適していることが分かる。








注14. 高橋 (2003) では、連語論と構文論を区別して、文を把握している。特定の状況を設定する 場
合いわゆる、「（無駄に）時を過ぎさせる、（各国に ）不況を起きさせる、（太郎に）景品を当た
らせる」のようには 表現できる。
注15. 仁田 (1982) の 「再帰性」に、動作主の「現在付随物」を加えて補完を行った。
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